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。
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著
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わ
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!
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叫
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倒

!

川

対

哨

l
一剖

J

が

いま、建設工事は切符
ととしの2}:!に i億6.900万円で着工した市民会館の建設士事

i は、 6月20日羽手E工程表どおり 65ぷと、 10月末元成をめぎして

l 順調にすすんでいます。いまのところ、主体工事のうち、 3階
i のゴンクリー 1打ちを終えて、あとは屋根の部分を残すだけに

i なっています。まもなく、内部造作と駐車訟のある庭園づくり

l がはじまります。

fこ

(
市
誌
村
町
討
会
事
務
局
)



紙
本
で
低
二
十
九
組
、
横
凹
十
じ
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
書
か
れ
て
い
ま
止
を
重
視
、
と
れ
た
思
想
を
潟
う
軍
要
一
稲
川
川
川
刊
川
山
叫
川
川
山
川
川
y

…

河
川
誌
で
、
出
雪
崩
拡
本

ya

草
刈
で
も
っ
、
ま
た
へ
川
一
佐
一
泊
盟
主
曙
医
明
凶
一

乙
と
じ
に
山
ー
い
っ
ず
一
は
凶
・
九
州
ぃ
心
面
に
際
っ
L
雨

は

川

牛

に

陀

ぺ

一

h
p川
市
川
川
附
ル
川
川
川
川
引
勺
一

行
軍
一
一
が
揃
わ
た
枇
と
鴬
「
?
ノ
/
イ
ス
藤
樹
、
叶
一
の
忠
柄
引
一
ン
ち
知
と
い
の
引
い
、
時
代
わ
が

ιの
管
制
と
し
て
一
「
1
i
l
i
-
-

~

て

非

常

に

少

な

ノ

¥

そ

の

た

め

に

昨

警

告

で

午

告

の

き

ざ

し

を

は

せ

円

の

合

議

需

が

貨

を

す

主

主

主

里

、

先

生

日

仁

と

は

も

重

要

な

ら

の

と

い

L

叫
ん
ま
す
二
一
定
一

H
新
刊
図
誓
案
内
H

一

ケ
改
じ
内
閣
崎
市
立
引
を
ふ
均
点
」
せ
て
ρ
去
す
。
こ
う
レ
ム
ア
許
可
良
一
司
家
に
よ
っ

ん
も

ωで
す
コ
「
人
間
ば
常
に
心
の
五
体
を
面
目
川
一
い
り
川
山
一
戸
川
場
先
作
JIL品
校
止
一
江
戸
河
口
叫
一
戦
健
日
本
農
政
ボ
ノ
(
間
川
行
会
)
「

一
一
て
/
凸
河
川
J
J
~め
胞
の
一
小
い
与
は
、
平
年
の
半
今
以
一
I
に
へ
h

川
、
印
税
え
〆

賛
は
最
初
に
大
与
に
あ
る
「
誌
に
ろ
努
力
を
す
る
事
で
あ
る
」
と
言
い
倫
堂
成
古
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
一
人
生
の
名
著
第
一
b
f今
@
い
ね
巻
町

一
一
連
れ
た
り
、
植
え
付
け
が
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
ま
た
州
作
や
樹
一

日
一
一
阿
君
主
f

J

が

広

ぎ

傾

向

に

£

り

ま

す

。

平

明

白

め

ん

ぱ

ん

た

る

喜

一

比

隔

年

一

ノ

て

の

本

ほ

こ

は

「

足

首

反

請

書

が

れ

て

い

辛

子

。

E
主

李

一

室

一

皇

室

告

ふ

会

一

口

一

-

市

で

は

こ

の

よ

っ

な

午

は

つ

に

佑

え

て

、

市

内

の

量

豊

富

喜

一

新

谷

町

河

内

一

止

士

口

耳

目

ト

山

口

れ

持

訂

正

川

、

U
日
十
い
昨
日

l
J
H
M
M
M
H川
む

品

目

日

目

む

¥

白

川

の

謂

喜

一

ケ

ゐ

、

対

策

習

効

訴

し

だ

倍

果

、

当

明

治

雲

市

弔

水

の

確

印

、

や

水

一

刊

の

ほ

日

(

昭

和

制

f
H月
3
日
指
定
J

〉

u

ム

〈

三

一

日

室

生

保

沢

一

r
ノ
一
一
理
刈
策
に
主
の
措

21r」
る
よ
農
家
に
吋
〕
か
け
る
こ
と
£
な
り

J

ム

一

言

ご

ぬ

三

人

を

以

っ

て

鳥

に

m
v
cる
ぺ
心
も
無
く
な
り
、
宍
の
理
に
も
か
之
の
子
一
得
た
的
出
っ
て
仁
口
一
自
主
人
妻
免

3
5計
十

後
船
防
総
叩
き
、
次
に
「
止
る
は
人
間
で
一
番
大
こ
れ
が
心
の
本
一
昨
ピ
」
μ
」
門
人
に
惇
命
包
の
f
日

絡

の

あ

る

こ

の

一

一

一

旧

が

法

一

一

と

し

た

り

ぷ

溶

け

ん

や

」

と

い

づ

孔

子

の

言

著

書

う

主

や

行

い

が

自

然

に

出

て

く

る

れ

に

命

ず

と

と

号

、

量

産

大

世

界

C
稲

田

空

一

織
問
〈
藤
問
先
生
の
忠
一

2

J

i

-

日

本

の

一

伝

統

一

線

24

問
た
1M
で
あ
る
。
止
る
ぺ
き
/
」
乙
ろ
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
校
問
作
堂
の
哲
一
I
む
一
づ

(
ι
?
?
一

一

一

一

一

口

曲

雲

市

問

主

的

確

保

口

水

稲

の

管

理

誠

仁

お

想

H
T
Hを
一
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o

止
は
安
心
部
豪
語
要
衰
の
邸
へ
鴬
事
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
こ
の
作
品
の
一
日
間
山
芸
能
一
時
野
町
二

九
州
一

C
た
め
池
が
議
と
す
る
地
域
干
ば
ハ

J

の

た

め

に

川

幅

え

が

号

¥

鱗

書

け

に

黄

鳥

画

一

去

の

霊

釈

で

あ

る

。

が

飛

ん

で

長

瑞

禁

め

っ

た

時

に

智

内

商

事

問

ノ

¥

感

じ

ま

七

一

力

一

一

ノ

r

i

小

学

生

全

集

一

昭

一

①

満

水

し

て

い

な

い

た

め

的

は

勝

部

品

賛

一

五

日

リ

リ

H
1
H
K川
町

U
M
i
H
U
H引
れ

(

市

教

委

社

会

教

育

課

)

一

日

間

沼

崎

ぐ

に

(

2

)

一

四
戸
川
の
流
失
木
、
井
戸
水
等
を
品
川

p
i
J
i

議

鰍

終

日

制

一

目

必

W

I

-

-

1

1

h

ぃ

1

1

1

1

1

H

h

i

l

l

-

-

一
世
円
の
人
生
有
第
8
・
9
荘

一

一

照

す

る

こ

と

と

し

、

ポ

万

五

と

ぷ

是

正

え

て

た

の

し

め

ま

す

。

一

可

活

発

な

実

践

活

動

議

け

ら

れ

、

一

で

自

の

量

に

大

い

に

期

待

が

標

準

原

菌

室

別

巻

頭

工

一

ι亡
し

間

伝

子

J

ぐ

ド

慨

し

M
H一け
一

目

立

壮

一

問

題

biff-守

山

一

日

計

(

軒

目

)

一

報

一

塁

脅

し

、

貯

水

す

る

ζ

j

で

き

る

だ

け

三

三

在

宅

三

一

一

ボ

ー

ナ

ス

は

一

日

宏

美

の

探

究

(

言

語

)

一

一

1

」

但

れ

防

散

fL

い

縫

L
一
て
を
お
め
で
弘
一

L
当

日

一

軒

戸

時

一

ρ

青

年

の

船

由

一

郵

便

貯

金

ヘ

一

一

E霊
長

流

(j一

一

三

時

日

日

程

晴

を

;

タ

ケ

心

品

川

叫

詰

問

ぽ

U42元

首

宴

会

川

聞

か

れ

ま

一

員

に

富

永

君

一

郵

政

省

で

は

六

月

一

日

i一
時
河
川

T
J
h
h一

勝
一

oHTに
よ

る

理

市

市

北

昨

ト

ソ

一

一

HLUつ
に

お

管

。

日

目

引

っ

か

一

ド

訪

日

日

目

下

品

川

?

日

駐

日

目

日

一

日

」

一

位

抽

出

3
H
r
-
-

一

一
①
呪
首
ア
一
揮
さ
防
止
す
ろ
斤

ι
戸

者

よ

る

相

当

の

警

が

予

想

「

一

三

の

子

。

世

草

花

上

の

長

で

つ

い

て

お

一

署

長

功

仲

間

認

め

ら

れ

、

厚

生

女

一

年

海

外

照

的

出

〈

青

年

の

船

)

町

民

i
f一
の
覇
は
二
日
F

宗
1γ
づ
ハ
な
ど
一
宮
日
本
の
需
工
伊
藤
詰
)
一

一

ど

か

臣

、

は

し

一

ん

で

、

次

の

事

項

に

留

な

し

、

万

全

三

一

り

、

大

き

な

長

だ

円

形

で

、

ふ

ち

の

一

E
E骨
刊
か
脂
ら
れ
ま
し
た
。
一
市
内
面
の
宿
高
一
君
(
一
一
五
了
一
の
臨
時
収
入
の
一
望
者
問
ひ
か
け
、
;
界
の
旅
(
座
右
{
古
喜
一

三
一
品
目
当
主
日
一
一
い
日
一
一
…
江
市
ら
に
一
一
市
引
い
一
日
雪
量
一
日
間
一
一
一
一
一
一
町
一
一
一
一
一
一
川
一
一
一
一
一
一
一
一
一
山
一
一
一
一
一
一
日
ι

一昨ド一一一一一郎一一

一

⑦

-

善

良

除

と

担

任

し

ず

一

月

い

璽

〕

マ

去

の

需

主

常

任

、

一

一

一

岩

の

色

は

白

@

訂

訟

で

、

?

守

し

て

草

川

主

豊

田

体

弓

一

木

県

で

山

富

詰

た

三

人

で

す

一

回

の

財

政

投

融

は

汽

金

の

曹

は

ん

ほ

か

一

警

の

森

守

災

(

君

事

一

一

お

ぐ

こ

と

皆

民

一

活

安

全

な

ど

手

近

な

も

の

は

f

っ
一
八
重
咲
き
が
あ
る
。
一
成
、
自
ら
役
員
ぞ
と
し

1年
間
l
土
一
行
は
瓶
詰
実
情
を
祝
祭
し
て
視
一
る
っ
と
す
お
も
の
で
す
。
一
白
青
少
年
読
霊
想
三
一
日
コ
ン
ク
l
一

精

一

言

下

水

主

は

拐

事

三

一

刻

字

ヰ

司

1

面
的
に
剃
旬
、
一
本
で
も
多
く
一
¥
一
(
ア
ヲ
i
)
票
一
て
岳
地
点
の
さ
が
K
勾

す

る

ま

で

一

一

室

焼

、

日

本

の

き

主

し

え

幸

一

と

は

製

品

話

量

全

ほ

の

Z
一

ル

課

題

図

書

名

一

J
当

ン

プ

原

動

機

ホ

ー

ス

農

マ

己

?

の

伸

長

れ

γ
一

ン

げ

ιや
じ

げ

五

日

間

駐

日

持

r二
日

別

人

い

か

利

用

一

医

院

白

日

記

一

弔

問

u
u片
山

戸

町

一

長

っ

た

美

一

月

一

一

一
日
比

MUUHMい
は

1

J

わ
日

ιFUMJ日
弘

一

川

い

初

心

口

訪

日

UU一
日
内
見
書
ー
な
ど
主
矧
ら
叶
一
L

一

児

童

館

、

一

日

空

ヰ

迎

え

る

一

日

山

口

耳

目

山

花

日

一

河

川

U
河
川
川
同
町
一
、
非
一
日
引
佐
山
一
日
一
行
ヮ
一

~
②
井
戸
の
皇
拡
張
や
底

JZ
る
と
占
の
老
化
現
象
等
が
お
こ
う
吸
引

L
Lか
、

利

い

主

乙

川

伶

止

す

c

一

草

川

ダ

ム

管

聖

書

一

一

一

郵

便

局

で

ま

:iナ
ス
つ
ま
ハ
る
一
生
命
の
裂
を
さ
ぐ
る
(
シ
ッ
ベ
ン
一

一

計

れ

れ

九

十

入

し

た

エ

日

刊

日

次

川

町

山

七

日

ド

ム

ー

ιま
白
川

U
E

植

え

て

わ

る

い

一

し

口

…

日

刊

川

町

休

日

仁

川

両

日

H
i
-
-一一
J
H
M
M
U
I
U

一

引

は

い

一

昨

昨

日

正

一

W
1
E
V
E
-ぃ一

一
。
ハ
イ
プ
を
、
品
川
に
呪
①
児
暴
空
古
定
え
マ
下
車
刈
り
は
、
伏
込
書
の
条
一
川
ゆ
¥
」
介
一

4

一

は

、

サ

イ

レ

一

一

昨

年

大

puzロ
に
♂
に
き
た
唱
者
館
一
こ
と
し
は
ク
ラ
ブ
普

J

と

し

一

7
r

一

孝

一

チ

ョ

ウ

の

い

ろ

日

空

間

章

一

一

塁

満

ず

る

こ

と

。

高

意

思

伸

ひ

す

ぎ

た

湯

合

件

に

応

い

U
H
F
H
Yル
μ

ご
ヲ
台
、
)
/
/
ン
を
眠
ら
し
た

L

N
け

し

μ

一

は

ち

ょ

三

書

館

一

半

量

ん

ま

し

一

平

一

五

を

入

ハ

量

の

た

ぬ

の

福

初

一

や

め

よ

う

一

大

型

便

同

一

23ら
一
フ
三
一
の
ロ
ッ
コ
一

一

一

一

ご

の

一

セ

ン

タ

ー

と

し

て

の

役

割

必

果

た

し

た

一

一

一

(

神

沢

利

子

)

一

一
④
水
槽
シ
一
貯
水
槽
、
東
ね
の
は
、
主
の
円
分

1
1切
り
、
類
害
事
高
い
の
で
、
費
二
分
渋
言
宗
巡
回
し
一
庭
先
な
戸
で
に
の
し
は
わ
花
に
止
ナ
こ
れ
ま
じ
に
集
主
に
書
類
は
五
十
い
と
悶
係
警
は
お
お
は

υき
り

で

寸

一

作

年

度

の

明

事

故

は

、

市

一

一

と

む

と

の

ピ

「

一

言

実

)

一

一

時

出

向

U
L
H
ロ

じ

向

日

?
H
J
M
U
H川
町

り

と

沖

ハ

レ

一

日

山

口

一

し

μ

が
あ
め
ま
系
、
な
か
に
ほ
止
亘
八
十
川
、
そ
れ
に
月
刊
週
明
誌
等
、
一

f

二
一
十
吉
、
警
干
八
件
、
徳
一
観
光
協
会
職
員

7
5フ

(A78一

三

両

手

車

分

-

~

つ

い

部

植

え

者

三

一

帯

状

主

主

得

て

、

E
i
ι
r一注意

/
i
:

一
え
て
い
け
な
い
け
し
υ

の
あ
る
こ
と
は
一
塁
に
ほ
ど
J

ボ
ン
、
ッ
ィ

2
1一
J

~

島

一

一

九

件

高

知

が

九

件

で

ー

の

募

集

一

つ

り

合

の

山

(

詰

け

ん

じ

)

一

f

J

U

l

j

一
円
」
存
じ
で
し
J

フ

か

。

一

グ

l
ム

用

日

、

ま

だ

、

パ

ト

ミ

¥

/

ト

ン

一

い

内

数

で

は

一

回

二

十

二

れ

と

な

コ

し

い

一

一

小

中

高

官

平

山

一

と

主

主

主

お

く

と

と

i
i
:脅

J
①

寸

レ

1放

1従
寸

は

i

J票

l;
ぺ

ι役

ま

手

す

一

プ

1:1ι?
市白胃悶

R;
光議

E!
協
塁
!
会
f
:
i
:
;慨思
i1ti1!1lj1!!J内思2E
所号Eの立一
1

1

T

一

J
川

W1刊辺肱

d
る

t古

ι一
F置F「由fi関?の空よ
?i:J』
宮

IJ
一

冨

他

襲

勅

で

栽

培

す

る

に

出

張

に

一

品

、

ブ

ラ

ン

コ

!

?

だ

い

一

⑨

ヂ

{

一

の

FAIr--47一

;

し

vt

ま

す

。

て

日

曜

司

直

医

一

b

J

v

L

4

1

ま

す

。

一

か

さ

れ

J
/八
ど
っ
た
手
偏
差

LLE鰐し
て
き
ま

u
j桁
設

を

一

山

守

遣

に

よ

る

も

の

で

、

自

主

年

唯

一

干

歳

震

で

一

/

わ

し

く

は

↑

・

一

第

十

読

本

&

②

サ

イ

レ

ン

と

草

取

に

よ

る

章

一

が

必

要

で

T
o

一

利

用

す

る

子

と

め

も

し

だ

い

こ

走

、

一

ル

山

吉

無

視

し

た

り

、

一

防

止

を

一

回

訟

の

う

え

決

め

ま

す

一

室

)

一

一

d

4

2

の
範
囲
ば
お
装
警
泣
い
ま
す
一
し
か
し
三
げ
し
υ
院
に
n

ぐ
び
一
一
日
平
均
百
平
人
三
ぇ
、
道
を
一

J

宝
J

に
列
車
の

Eを
横
断
し
に

7
1そ
の
古
警
が
一
言
参
〈
一

6
5日
浦
県
内
料
④
つ
8
2
4
一

一

和

一

(

計

画

最

大

政

流

量

)

一

じ

ん

干

日

干

H

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
そ
一
う
わ
回
る
ほ
3

乙

で

す

。

一

広

も

の

が

最

も

多

く

な

っ

て

い

ま

す

一

f
さ
U

一
6
月
初
日
村
上
内
桝
③
2
3

一

ゐ

一

一

一

C
ト
シ
去
で
雪
地
区
ま
で
一
お
に
げ
し
μ

型
名
を

H

主
げ
し
よ
ま
た

J
什

種

ク

一

一

/

ご

り

連

常

議

一

ぱ

を

引

い

と

ブ

イ

川

!

の

か

た

が

在

、

一

間

い

主

主

;J
一
7
月
7
日
新
用
意
2
2
0
2
8
一

工

山

0
ト

ン

モ

菅

日

げ

一

ま

た

は

f
f一スボ夕、

J
U

と
い
主
の
指
導
や
↑
言
ー
さ
な
と
青
少
白
色
川
計
事
こ
の
よ
つ
な
自
殺
行
為
を
や
め
℃
一
大
洲
市
制
光
協

A-T局
一
7
日
日
需
話
器
;
6
7
一

P
一

七

0
ト

ン

毛

布

H

一
れ
て
い
る
も
の
は
宣
さ
れ
て
い
な
い
一
の
育
成
援
助
語
、
さ
ら
に
補
導
セ
ン
↑
ポ
昔
、
踏
み
切
り
の
安
全
通
行
量
く
守
一
(
電
話
③
1
2
6
6
4
)
一

7
2日
村
上
外
秘
④
2
3
4
6
一

「
L

七
O
ト
ジ
以
上
白
内
ν

一
品
種
な
の
で
と
家
庭
で
が
民
用
に
相
一
タ
1
委

民

会

の

青

少

年

完

成

の

た

め

の

一

空

一

小

し

よ

う

o

-

一

一

7
円
見
臼
沢
井
耳
鼻
斜
④
ソ
4
5
1
0
一

材
料

1
J
1
1
4
1
i川-叶川川
i
叫
叶
明
到
川
1

i

u

通

風

に

つ

と

め

る

こ

と

。

一

例
一
日
植
え
主
一
れ
て
い
コ
白
川
A

口

、

王

室

、

仁

一

は
ク
セ
系
涜
hub-
州
市
に
慎
一
戸
づ
け
袖
ど
一
円

d

f

一

る

こ

と

。

一

知

一

て

出

一

塁

一

⑦
議
長
二
円
不
良
の
男
い
は
一

cri-よ」

ρ-K

一

吉
U

現
役
か
一
防
ぐ
た
め
に
前
日
買
を
い
国
民
年
金
保
険
一

一
一
一
土
平
方
J

ト

ル

(

日

当

日

料

の

収

納

町

法

一

だ
わ
一
十
九
グ
一
勺
J
L
(
5
匁
」
ま
た
川

は
液
肥
(
三
百
倍
程
度
)
を
こ
れ
叫
昨
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納

に
注
じ
て
施
子
こ
と
。
叫
府
活
か
ま
と
と
山
り
ま
じ
た
リ

④
乾
き
す
ぎ
の
場
合
は
、
老
俗
一
乏
の
結
架
に
よ
る
と
保
険
料
の
収
納

雪
長
ぐ
だ
め
、
か
ん
子
三
喜
九
九
へ
宅
、
県
下
で
も
警

ζ
と

一

ぱ

山

績

を

引

い

苛

め

る

と

と

が

で

き

ま

し

⑤
ウ
ン
カ
の
防
除
は
、
最
後
の
J

だ。

仲
川
除
か
ら
一
四
川
間
以
上
符
つ

J

」回

m

こ
れ
は
住
金
議
員
の
か
た
が
た
め
正

植
え
を
す
る
場
合
は
、
も
う
一
回
叩
並
な
ら

h

は
お
戸
田
折
り
と
被
保
険
者
の
皆

防
除
戸
与
す
る
こ
と
。
占
え
の
と
理
解
と
と
協
刀
の
た
ま
も
の

⑦
田
植
え
が
也
れ
た
甥
合
は
、

T
H
Z
y。

植
え
つ
け
の
一
株
本
数
を
増
す
か

w

な
か
で
も
、
と
く
に
成
績
が
優
秀
で

き
に
は
株
数
を
樋
す
乙
ど
。
♂
お
う
た
次
の
三
コ
ロ
ッ
ケ
一
に
賞
状
主
金

一
封
モ
贈
P
、
こ
れ
を
た
た
え
ま
し
た

。

〈下

金

臼
l
柳
沢
ブ
ロ
y
ク

惜

別

質

1
平
野
ブ
ロ
ッ
ケ

却

費

1

久
米
ブ
ロ
ー
ム
ツ

一
時
間
前
司昨ム

よ

す

まl
し3

の

、)

洲
市

定
者
恋
文

同I

中
古
鴻
樹
器
一
一

草
書
画
質
一

所
有
者

サ

レ

ー
政
市

j

j

 

てな二
Fヲ

4己A、

iζ 


